
思いが形になるまち：2
子宮頸

けい

がん予防ワクチン接種費用の一部を助成：8
市立診療所機能見直し方針を決定：9
　 「ありがとう」から広がる笑顔：14
●「すこやかかわごえ」が折り込まれています
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

広 報

川 

越
№1232

平成22年10月10日

（毎月10日・25日発行）

昨年の川越まつり（関連記事は16ページ・編集後記）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

ひま
ちと



	広報川越№1232・2010.10.10	 2

思
い
が
形
に
な
る
ま
ち

　
「
人
」が
集
ま
り「
ま
ち
」を
つ
く
る
。「
ま
ち
」

は
、
そ
こ
に
住
む
「
人
」
が
つ
く
る
も
の
。
だ

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
共

通
し
た
意
思
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
番
街
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
、
川
越
市

川
越
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以
下「
伝
建

地
区
」）。
そ
こ
に
住
む
皆
さ
ん
が
生
み
出
し
た

重
厚
な
町
並
み
は
、
昨
年
１２
月
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
国
に
選
定
さ
れ
て

か
ら
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
息
づ
く
歴
史
、

住
む
人
の
生
活
、
ま
ち
の
活
性
化
。
こ
れ
ら
の

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
歴
史
的
な
町
並
み
は
さ
ら

な
る
進
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
「
人
」が
集
ま
り「
ま
ち
」を
つ
く
る
。「
ま
ち
」

は
、
そ
こ
に
住
む
「
人
」
が
つ
く
る
も
の
。
だ

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
共

通
し
た
意
思
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
番
街
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
、
川
越
市

川
越
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以
下「
伝
建

地
区
」）。
そ
こ
に
住
む
皆
さ
ん
が
生
み
出
し
た

重
厚
な
町
並
み
は
、
昨
年
12
月
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
国
に
選
定
さ
れ
て

か
ら
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
息
づ
く
歴
史
、

住
む
人
の
生
活
、
ま
ち
の
活
性
化
。
こ
れ
ら
の

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
歴
史
的
な
町
並
み
は
さ
ら

な
る
進
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

都
市
景
観
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都
市
景
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︲
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川
越
市
川
越
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
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住
民
中
心
の
町
並
み
保
存
運
動

　

ま
ち
の
三
分
の
一
以
上
を
焼
失
し
た
明
治
26

年（
一
八
九
三
）の
川
越
大
火
。
こ
れ
を
機
に
多

く
の
蔵
造
り
が
生
ま
れ
、
明
治
40
年
ご
ろ
今
の

原
型
と
な
る
町
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
大

正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
は
、
洋
風
外
観
の
建
築

物
が
建
て
ら
れ
、蔵
造
り
と
共
存
す
る
よ
う
に
。

戦
時
中
、
空
襲
は
免
れ
た
も
の
の
、
高
度
経
済

成
長
期
に
な
る
と
川
越
駅
・
本
川
越
駅
の
周
辺

は
住
宅
や
商
業
施
設
が
建
ち
並
び
、
対
照
的
に

蔵
造
り
は
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
蔵
造
り

が
失
わ
れ
て
い
く
の
を
見
過
ご
せ
な
い
」。
昭

和
40
年
代
後
半
か
ら
、
保
存
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
昭
和
58
年
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
を
中
心
と

し
た
「
川
越
蔵
の
会
」
が
誕
生
。
ま
た
、
一
番

街
商
店
街
は
、
蔵
造
り
の
保
存
・
活
用
は
商
業

振
興
と
共
に
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ト
構
想
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
川
越

一
番
街
商
店
街
活
性
化
モ
デ

ル
事
業
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
62

年
に
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

な
る
「
町
並
み
委
員
会
」
を

組
織
し
、
同
63
年
に
自
主
協

定
と
な
る「
町
づ
く
り
規
範
」

を
作
成
。町
並
み
委
員
会
は
、

一
番
街
の
景
観
上
の
改
修
に

つ
い
て
検
討
し
、
助
言
・
提

案
を
行
う
自
主
的
な
協
議
機

関
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
、
そ
し
て
確
実
に
進
む
建
物
の
修

景
が
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
始
め
た
平

成
4
年
、
一
番
街
の
電
線
類
地
中
化
が
完
成
。

広
い
空
を
再
び
手
に
し
た
町
は
活
気
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
歴
史
的
な
建

造
物
の
建
て
替
え
・
取
り
壊
し
や
、
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
な
ど
が
発
生
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
町

並
み
委
員
会
の
自
主
的
ル
ー
ル
に
限
界
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

伝
建
地
区
制
度
の
導
入
へ

　

市
で
は
、
昭
和
50
年
に
保
存
対
策
調
査
を
実

施
し
、
一
番
街
に
伝
建
地
区
制
度
の
導
入
を
働

き
か
け
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
は
、
歴
史
的
地

区
環
境
整
備
街
路
事
業
調
査
を
実
施
。
蔵
造
り

の
町
並
み
が
映
え
る
よ
う
、
歴
史
的
地
区
内
の

石
畳
歩
道
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
当
初
は
伝
建

地
区
制
度
導
入
に
否
定
的
だ
っ
た
地
域
の
皆
さ

ん
も
、
自
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、
自

治
会
の
横
断
的
組
織
に
よ
る
検
討
を
始
め
ま

す
。
平
成
4
年「
十じ

っ

ヵか

町
ち
ょ
う

会か
い

」
の
発
足
で
す
。

行
事
や
生
活
環
境
を
含
め
て
議
論
し
た
結
果
、

平
成
7
年
、
蔵
造
り
の
町
並
み
と
住
環
境
を
守

る
た
め
に
伝
建
地
区
制
度
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
合
意
し
、
市
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
4
月
、
市
は
一
番
街
を
中
心
と
し

た
地
域
を
、
伝
建
地
区
に
都
市
計
画
決
定
。
都

市
計
画
道
路
も
、
現
在
の
道
路
に
近
い
形
で
変

更
し
ま
し
た
。
同
年
12
月
、
国
か
ら
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
46
年

旧
万
文
取
り
壊
し
反
対
運
動

大
沢
家
を
重
要
文
化
財
に
指
定

50
年

伝
建
地
区
保
存
対
策
調
査

52
年

蔵
造
り
資
料
館（
旧
万
文
）オ
ー
プ
ン

55
年

町
並
み
と
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
調
査

56
年

蔵
造
り
商
家
十
六
件
を
市
文
化
財
に
指
定

58
年

川
越
蔵
の
会
発
足

60
年

一
番
街
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
調
査
報
告

歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業
調
査

61
年

札
の
辻
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備

62
年

一
番
街
町
並
み
委
員
会
発
足

63
年

一
番
街
町
づ
く
り
規
範
を
制
定

新
富
町
ま
ち
づ
く
り
協
定
を
制
定

平
成
元
年

都
市
景
観
条
例
施
行

観
光
市
街
地
形
成
事
業
開
始

歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業
開
始

2
年

川
越
駅
東
口
再
開
発
竣
工

市
立
博
物
館
開
館

3
年

本
川
越
駅
ビ
ル
竣
工

4
年

一
番
街
電
線
類
地
中
化

十
ヵ
町
会
発
足

第
十
六
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
川
越
大
会

6
年

鐘
つ
き
通
り
線
電
線
類
地
中
化

大
正
浪
漫
委
員
会
発
足

7
年

十
ヵ
町
会
か
ら
伝
建
地
区
要
望
書
提
出

大
正
浪
漫
夢
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去

8
年
「
時
の
鐘
」残
し
た
い
日
本
の
音
風
景
百
選

9
年

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
を

制
定

11
年

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

中
央
通
り
線
縮
小
変
更
の
都
市
計
画
決
定

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞「
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
賞
」受
賞

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

都
市
景
観
重
要
建
築
物
等
指
定
開
始

まちづくりのあゆみ（重要伝統的建造物群保存地区に選定されるまで）

まちの歴史は
どのようにして
守られたか

昭和60年ごろの一番街
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住
む
人
の
思
い

●
築
百
年
以
上
、
一
番
街
の
蔵
造
り
生
活

　

伝
統
的
建
造
物
で
あ
る
店
蔵
と
住
居
棟
を
保

存
修
理
工
事
中
の
服
部
安
行
さ
ん
。
曽
祖
父
が

建
て
た
家
は
築
百
年
以
上
。
で
も
、
大
規
模
な

修
理
は
今
回
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。「
蔵
造

り
で
の
生
活
に
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
由
を
感
じ
た

こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
断
熱
性
と
空
気
の
流
れ

の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
取
れ
て
い
て
、
こ
の
夏

も
扇
風
機
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
伝
建
地
区
に
な
っ
て
、
地
区
内
に
住
む
人

が
文
化
財
の
価
値
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
蔵
造
り
は
、

先
人
の
知
恵
と
地
域
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
建

物
。
十
年
経
過
し
た
今
こ
そ
、
保
存
活
動
を
始

め
た
こ
ろ
の
熱
意
を
思
い
出
し
、
そ
の
意
識
を

継
続
し
た
い
も
の
で
す
」。

●
自
宅
の
建
て
替
え
が
転
機

　

町
並
み
を
保
存
す
る
う
え
で
、
自
分
の
住
む

一
角
だ
け
が
外
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
、

伝
建
地
区
と
な
る
こ
と
に
賛
成
し
た
丸
田
寿
夫

さ
ん
。
子
供
の
こ
ろ
は
、
近
所
の
蔵
で
よ
く
遊

ん
だ
そ
う
で
す
。「
自
宅
の
建
て
替
え
を
き
っ

か
け
に
、ま
ち
に
つ
い
て
改
め
て
勉
強
し
た
り
、

蔵
造
り
を
見
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

景
観
に
少
し
は
貢
献
し
た
く
て
、
近
所
の
落
ち

葉
や
ゴ
ミ
を
積
極
的
に
掃
除
し
て
い
ま
す
。
今

で
は
伝
建
地
区
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
ら
し

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
建
物

だ
け
で
な
く
昔
な
が
ら
の
路
地
が
復
活
し
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

まちの生活は
10年の歳月で
変わったか

　
ま
ち
に
な
じ
む
看
板

　

こ
こ
数
年
、
一
番
街
で
は
左
の
写
真
の
よ

う
に
、
建
物
に
よ
く
似
合
う
看
板
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
看
板
は
、
町
並
み
の
大
切
な
要

素
の
一
つ
。
飾
り
看
板
な
ど
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
川

越
町
並
み
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
看
板

設
置
に
対
し
て
も
個
別
に
検
討
し
、
町
並
み

景
観
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

服
はっ

部
とり

安
やす

行
ゆき

さん（62歳）
服部民俗資料館館長

丸
まる

田
た

寿
ひさ

夫
お

さん（74歳）
寺町通り沿いの一般住宅に在住

伝建地区で外観な
どを変更する場合

施工主の計画
↓

市と事前協議
↓

川越町並み委員会と
事前協議
↓

現状変更行為許可申請
↓

現状変更行為許可
↓

建築行為（工事）
↓

現状変更行為完了届

●伝建地区になると
　どうなるの？
　伝建地区制度とは、歴史的な集
落・町並みを保存するため、地域
そのものを文化財としてとらえる
制度です。市と住民が話し合い、
伝建地区の範囲を都市計画、整備
方針などを保存計画によって定め
ます。伝建地区になると、地区内
の全ての建築物・工作物は、内部
のみの改修を除き、その現状を変
更するときに市の許可が必要で
す。一方、補助金が支給されたり、
税制が優遇されたりします。

●伝建地区で
　新築・改築などをすると……？
　家の外観や、看板、門・塀などを変更する場合は、
右の手続きが必要です。完成予想図などを元に、事
前協議をしたうえで申請を行うため、通常の工事よ
り1か月以上の期間を要します。伝統的建造物が外
観を含めた改修を行い、国の補助金を申請する場合
は、完了までに3年以上かかることもあります。上
で紹介している服部さんの場合、工事を始めるまで
に、なんと2年以上経過しています。
　事前協議では、伝統的建造物を守るだけでなく、
住む人の快適な暮らし、まちとの調和にも配慮する
ため、多くの“知恵”を必要とします。たくさんの
人の努力で、伝建地区は守られているのです。



川
越
町
並
み
委
員
会
の
役
割

　

商
店
街
会
員
・
自
治
会
長
・
学
識
経
験
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
自
主
的
な
協
議
機
関「
町
並

み
委
員
会
」。
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
十
周
年
を
迎
え
た
昨
年
、「
川
越
町
並
み
委

員
会
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
番
街
商
店
街
の
下
部
組
織
か
ら
伝
建
地
区
全

域
の
保
存
会
に
進
化
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
川
越
町
並
み
委
員
会
委
員
長
の
可

児
一
男
さ
ん
は
「
商
店
街
で
あ
る
以
上
、
商
業

振
興
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
ま
せ
ん
し
、
保
存

も
で
き
ま
せ
ん
。
現
代
的
な
生
活
が
で
き
る
利

便
性
、
商
店
街
と
し
て
の
活
性
化
、
歴
史
的
文

化
的
財
産
の
保
存
。一
つ
一
つ
の
案
件
ご
と
に
、

こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
調
整
し
て
い
ま

す
。
十
年
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
経
験
値
は
大

き
く
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
住
む
人
を

増
や
し
て
、
空
き
地
や
空
き
店
舗
の
な
い
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
毎
月
例
会
を

行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
協
議
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
共
通
認
識
が
醸

成
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
町
づ
く
り
規
範
と
共

に
、か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
建
地
区
と
な
っ
て
か
ら
、
市
が
行
っ
た
家

屋
整
備
補
助
件
数
は
延
べ
百
三
十
六
件
。
川
越

町
並
み
委
員
会
は
、
自
主
協
定
で
あ
る
町
づ
く

り
規
範
と
伝
建
地
区
の
基
準
を
基
に
、
創
造
的

な
景
観
変
化
を
許
容
し
つ
つ
、
歴
史
的
町
並
み

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。
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伝統的建造物とは？
　その建築年代や建築様
式などから保存すべき価
値が認められるものを、
所有者の同意を得て特定
します。伝建地区内には
約450件の建造物が有
り、市では約150件を
伝統的建造物の候補とし
ています。平成22年10
月1日現在、103件を伝
統的建造物に特定してい
ます。

重要伝統的建造物群
保存地区とは？
　昭和50年の文化財保護法の
改正により発足した制度。国は
市町村からの申し出を受けて、
価値が高いと判断したものを重
要伝統的建造物群保存地区に選
定します。
　平成22年6月29日現在、同
地区は全国に87地区（合計面積
約3,254ha）あり、約16,180
件の建造物が伝統的建造物とし
て特定されています。

保存地区範囲

凡 例

伝
建
地
区
の
範
囲
と

建
築
様
式
別
伝
統
的
建
造
物
の
件
数

国○国○

蔵造り町家　　19件

倉庫（土蔵）　　24件

真壁造り町家　10件

洋風町家　　　 2件

和風住宅　　　16件

洋風住宅　　　 1件

近代洋風建築　 2件

その他　　　　29件

合計　　　　 103件

＊　は、国指定重要文化財
（上記件数に含まれません）。

国○

札の辻

仲町

川越まつり会館川越まつり会館

時の鐘時の鐘

埼玉りそな銀行
川越支店
埼玉りそな銀行
川越支店

蔵
造
り
町
家
＝
外
壁
な
ど
の
主
要
部
が
土
壁
で
あ
る
土
蔵
造
り
の
町
家

真
壁
造
り
町
家
＝
蔵
造
り
町
家
以
外
の
和
風
町
家

和
風
住
宅
＝
伝
統
的
な
形
式
を
受
け
継
い
で
造
ら
れ
た
住
宅

洋
風
住
宅
＝
洋
風
建
築
の
意
匠
を
外
観
に
採
用
し
た
住
宅

近
代
洋
風
建
築
＝
欧
米
の
影
響
を
受
け
た
近
代
の
洋
風
建
築

そ
の
他
＝
寺
社
建
築
・
時
の
鐘
な
ど

可
か

児
に

一
かず

男
お

さん（74歳）
川越町並み委員会委員長



伝
統
的
建
造
物
の
特
定

　

伝
建
地
区
は
こ
の
十
年
間
で
数
多
く
の
課
題

を
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
活
動
の
中
で
見
え
て
き
た
新
た
な
問
題

点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
建
築
様
式
が
共
存
す
る
伝
建
地

区
。
伝
統
的
建
造
物
に
特
定
し
て
い
な
い
建
物

で
、
歴
史
的
に
価
値
の
高
い
物
が
ま
だ
約
五
十

件
あ
り
ま
す
。
今
後
市
で
は
、
伝
統
的
建
造
物

と
し
て
保
存
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
地
・
空
き
店
舗
対
策

　

活
気
あ
る
ま
ち
と
連
続
性
の
あ
る
町
並
み
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
空
き
地
・
空
き
店
舗
の

対
策
が
重
要
。
市
で
は
空
き
地
・
空
き
家
を
購

入
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
保

存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
今
後
も
恒
常
的

に
購
入
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
必
要
な
の
が
「
川
越
一
番
街
商
店
街

活
性
化
モ
デ
ル
事
業
調
査
」
の
中
で
考
え
出
さ

れ
た
、皆
さ
ん
が
出
資
し
て
つ
く
る
会
社
で
す
。

こ
の
会
社
の
目
的
は
、
川
越
町
並
み
委
員
会
と

協
力
し
て
、町
並
み
を
守
る
た
め
物
件
の
売
買
・

賃
貸
を
し
た
り
、
既
存
建
物
の
修
理
、
町
並
み

の
改
善
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な

機
能
を
持
つ
会
社
が
設
立
で
き
れ
ば
、
有
力
な

対
策
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
環
境
の
問
題

　

一
番
街
は
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
歩
行
者
が

安
全
に
通
行
す
る
空
間
を
十
分
確
保
で
き
な
い

状
況
。
ま
た
、
車
両
通
過
な
ど
で
発
生
す
る
振

動
は
、
伝
統
的
建
造
物
へ
も
た
ら
す
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。伝
建
地
区
と
そ
の
周
辺
は
、

交
通
環
境
の
改
善
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
番
街
の
一
方
通
行
化
や
歩
行
者
天
国
化

は
、
昭
和
60
年
ご
ろ
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
検
証
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
11
月
に
市
が
実
施
し
た
交
通
社

会
実
験
で
は
、
検
証
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
収
集

で
き
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
、
1

月
か
ら
5
月
ま
で
自
治
会
を
中
心
に
意
見
交
換

会
を
開
催
。
こ
こ
で
出
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

つ
つ
、
一
番
街
周
辺
の
自
治
会
や
関
係
機
関
な

ど
で
組
織
し
た
「
北
部
中
心
市
街
地
交
通
円
滑

化
方
策
検
討
委
員
会
」
で
、
検
討
中
で
す
。
同

委
員
会
で
は
よ
り
よ
い
交
通
環
境
を
実
現
す
る

た
め
の
結
論
を
、
今
年
度
中
に
ま
と
め
て
い
く

予
定
で
す
。
市
で
は
こ
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、

早
急
に
交
通
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
新
た
な
歴
史
を
つ
く
る

　

江
戸
時
代
の
町
割
り
を
今
に
残
し
つ
つ
、
江

戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
建
物
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
息
づ
く
伝
建
地
区
。
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
新
し
い
建
物
の
調
和
を
繰

り
返
し
て
き
た
歴
史
が
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

今
あ
る
課
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
。
そ
れ

は
、
ま
ち
の
新
た
な
歴
史
に
な
り
ま
す
。

まちは見えてきた
問題を克服し
活性化できるか

川越市伝統的建造物群
保存地区保存審議会会長

福
ふく

川
かわ

裕
ゆう

一
いち

さん
　川越町並み委員会が頑張って、今なお行政と共に町
並み保存に取り組んでいるのはすばらしいですね。ま
た、伝建地区になる前から町づくり規範を作成し、自
らのまちを形作ろうとしたことは重要なことです。通
常、このような地区は人口密度の低いところが多いの
に、川越は中心市街地に存在し、そこに住みながら保
存・活用しています。日本唯一の都市型商店街の重要
伝統的建造物群保存地区として大変貴重です。
　現在の問題点は、保存活動が伝建地区のみに限定さ
れる傾向があることです。十ヵ町・四門前（現在の志
多町、喜多町、元町1丁目・2丁目、幸町、仲町、松
江町2丁目、大手町と、養寿院、行伝寺、妙養寺、蓮
馨寺の門前）を中心とした旧城下町を保存対象にした
いですね。そして、伝建地区と調和した町並みとなる
ことが望まれます。
　町並み保存には、経済の活性化・文化財の保護・生
活環境の改善の3つが必要です。つまり、人が生活す
るための町並みであり、人の居場所をつくる町並みで
なければならない。生活に必要な住民の「たまりば」
となる場所の充実が課題となるでしょう。
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川
越
の
ま
ち
づ
く
り

　

現
代
的
な
ク
レ
ア
モ
ー
ル
、
昭
和
の
雰
囲
気
を
今

に
残
す
中
央
通
り
、
大
正
浪ろ

ま

ん漫
夢
通
り
、
そ
し
て
一

番
街
。
川
越
駅
東
口
か
ら
直
線
状
に
続
く
ま
ち
は
、

歩
い
て
移
動
す
る
と
現
代
か
ら
明
治
期
へ
と
時
間
を

旅
す
る
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
伝
建
地
区
で
活
躍

す
る「
川
越
町
並
み
委
員
会
」、
旧
城
下
町
の
町
並
み

を
考
え
る「
十
ヵ
町
会
」、
旧
銀
座
通
り
を
大
正
浪
漫

夢
通
り
へ
と
劇
的
に
進
化
さ
せ
た
「
大
正
浪
漫
委
員

会
」、
川
越
の
中
心
商
店
街
と
し
て
発
展
し
続
け
る

「
新
富
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」。
共
通
点
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
ら
ま
ち
づ
く
り
の
規
範
を
作
り
、
実

践
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ち
と
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
。
町
並
み
も

同
じ
で
す
。
つ
な
が
る
こ
と
は
、
既
存
の
も
の
と
の

調
和
を
必
要
と
し
ま
す
。
建
物
を
つ
く
る
施
主
は
周

り
の
環
境
に
配
慮
し
、
周
り
は
知
恵
や
経
験
を
提
供

し
な
が
ら
互
い
に
考
え
る
。
こ
れ
は
、
ど
こ
に
で
も

応
用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
も
の
を
大
切
に
し
、
そ
こ
に
新
し
い

も
の
を
加
え
て
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
。日
々
の
努
力
は
、

ま
ち
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
行
為
で
す
。ま
ち
は
、

住
む
人
が
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
、
そ
れ
に
か
か
わ

っ
て
い
く
こ
と
で
、
誇
れ
る
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

落
ち
着
き
と
懐
か
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
川
越
。

住
む
人
に
と
っ
て
、
思
い
が
形
と
な
っ
た
ま
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
人
々
は
ま
ち
に
魅
力
を
感
じ
、
集
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
₁₂
年

平
成
12
年
観
光
サ
イ
ン
整
備

観
光
サ
イ
ン
整
備

都
市
景
観
大
賞
都
市
景
観
百
選
受
賞（
建
設
省
）

都
市
景
観
大
賞
都
市
景
観
百
選
受
賞（
建
設
省
）

ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
優
良
地
方
公
共
団
体
表
彰（
環
境
庁
）

ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
優
良
地
方
公
共
団
体
表
彰（
環
境
庁
）

₁₄
年
14
年
伝
建
地
区
防
災
事
業
開
始

伝
建
地
区
防
災
事
業
開
始

川
越
蔵
の
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

川
越
蔵
の
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

₁₅
年
15
年
川
越
ま
つ
り
会
館
開
館

川
越
ま
つ
り
会
館
開
館

町
並
み
委
員
会
が
日
本
都
市
計
画
家
大
賞
受
賞（
日
本
都
市
計
画
家
協
会
）

町
並
み
委
員
会
が
日
本
都
市
計
画
家
大
賞
受
賞（
日
本
都
市
計
画
家
協
会
）

₁₆
年
16
年
川
越
十
ヵ
町
地
区
都
市
景
観
形
成
地
域
施
行

川
越
十
ヵ
町
地
区
都
市
景
観
形
成
地
域
施
行

₁₇
年
17
年
「
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
」重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

「
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
」重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

十
ヵ
町
会
が
ま
ち
づ
く
り
月
間
国
土
交
通
大
臣
表
彰

十
ヵ
町
会
が
ま
ち
づ
く
り
月
間
国
土
交
通
大
臣
表
彰

₁₈
年
18
年
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
川
越
大
会
開
催

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
川
越
大
会
開
催

川
越
城
を
日
本
百
名
城
に
選
定（
日
本
城
郭
協
会
）

川
越
城
を
日
本
百
名
城
に
選
定（
日
本
城
郭
協
会
）

が
ん
ば
る
商
店
街
七
十
七
選
に
選
定（
中
小
企
業
庁
）

が
ん
ば
る
商
店
街
七
十
七
選
に
選
定（
中
小
企
業
庁
）

₁₉
年
19
年
一
番
街
歩
道
整
備
、
街
路
灯
新
設

一
番
街
歩
道
整
備
、
街
路
灯
新
設

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
百
選

に
選
定（
古
都
保
存
財
団
）

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
百
選

に
選
定（
古
都
保
存
財
団
）

岩
切
章
太
郎
賞
受
賞（
宮
崎
市
）

岩
切
章
太
郎
賞
受
賞（
宮
崎
市
）

₂₀
年
20
年
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
2
0
0
8

（
観
光
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
）

ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
2
0
0
8

（
観
光
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
）

全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
街
路
促
進
協
議
会
会
長
賞
受
賞

全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
街
路
促
進
協
議
会
会
長
賞
受
賞

₂₁
年
21
年
平
成
百
選
に
選
定（
読
売
新
聞
）

平
成
百
選
に
選
定（
読
売
新
聞
）

伝
建
地
区
住
民
協
議
会
と
し
て

「
川
越
町
並
み
委
員
会
」再
発
足

伝
建
地
区
住
民
協
議
会
と
し
て

「
川
越
町
並
み
委
員
会
」再
発
足

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
選
定
十
周
年

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
選
定
十
周
年

・・・・・・
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未
来
に
続
く

ま
ち
づ
く
り
の
歴
史



　　　

市
で
は
11
月
1
日
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
り
、
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
次
の
要
領
で
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
近
年
、
二
十
～
三
十

歳
代
女
性
の
発
症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

三
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定
期
的
な
検
診

の
受
診
に
よ
り
、
予
防
で
き
る
唯
一
の
が

ん
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

助
成
額
と
自
己
負
担
額

　

一
回
の
接
種
に
つ
き
一
万
円
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
時
に
助
成
額
を
除

い
た
七
千
円
を
医
療
機
関
窓
口
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
師
の
診
察
の
結
果
、
接
種
を

見
合
わ
せ
た
場
合
の
診
察
料
は
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

接
種
回
数

　

約
半
年
の
期
間
に
三
回
接
種（
グ
ラ
フ

参
照
）し
ま
す
。

実
施
期
間

　

11
月
1
日
～
来
年
3
月
31
日（
来
年
度

以
降
は
通
年
で
実
施
を
す
る
予
定
）。

助
成
対
象
者

　

接
種
日
時
点
で
川
越
市
に
住
民
登
録
、

外
国
人
登
録
し
て
い
る
中
学
生
～
高
校
生

相
当
年
齢
の
女
子（
平
成
4
年
4
月
2
日

～
同
10
年
4
月
1
日
生
）。

＊
高
校
生
相
当
年
齢
の
女
子
へ

の
助
成
は
、
来
年
度
で
終
了
し

ま
す
。

＊
現
在
高
校
3
年
生
相
当
年
齢

で
、
今
年
度
中
に
一
、二
回
目

の
接
種
が
済
ん
で
い
る
女
子

は
、
来
年
度
も
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

接
種
説
明
書
と
医
療
機
関

　

10
月
下
旬
に
、
左
上
表
の
と

お
り
配
布
す
る
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
説
明
書
・
委
託
医
療

機
関
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

接
種
の
し
か
た

●
保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合

�

1�「
①
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

説
明
書
」
を
よ
く
読
み
、接
種
を
検
討
。

2�「
②
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
委
託
医
療

機
関
一
覧
」
を
確
認
し
、
直
接
医
療
機

関
に
予
約
。

3�

接
種
希
望
者
の
氏
名
な
ど
が
分
か
る
証

明
書（
健
康
保
険
証
な
ど
）と
母
子
健
康

手
帳
を
医
療
機
関
に
持
参
。

4�「
③
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
予
診
票
」

を
記
載
し
、
医
療
機
関
で
接
種
。

●
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合

　

保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合
の
1
～
3
ま

で
の
手
続
き
は
同
じ
。
保
護
者
が
あ
ら
か

じ
め
必
要
事
項
を
記
入
し
た
「
③
子
宮
頸

が
ん
予
防
接
種
予
診
票
」「
④
同
意
書
」

を
医
療
機
関
へ
持
参（
③
④
が
な
い
と
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

初回 2回目 3回目

予
防
効
果

← →

6か月← →

１か月
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次
に
該
当
す
る
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■�

平
成
22
年
4
月
1
日
～
10
月
31
日
ま
で
に
、
す
で
に
子
宮
頸

が
ん
予
防
接
種
を
行
っ
た
方
は
、
一
回
の
接
種
に
つ
き
、

一
万
円
を
償
還
し
ま
す
。
費
用
償
還
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■�

母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
に

代
わ
る「
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
記
録
」
を
発
行
し
ま
す
。

■�

生
活
保
護
受
給
世
帯
、
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
制
度
受

給
者
の
方
は
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
負
担
額

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

配
布
書
類

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
説
明
書

②
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関
一
覧

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
予
診
票

④
同
意
書

配
布
場
所

　

市
民
課（
本
庁
舎
一
階
）、
各
出
張
所
、
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド（
③
を
除
く
）で
き
ま
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援
課　
　
　
　

　

L
2
2
4
︲
8
6
1
1

接種スケジュールと予防効果

＊予防ワクチンは、1回・2回の接種では十分な抗体ができません。
　初回の接種から6か月間に、3回の接種が必要です。
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S53年度 S58年度 S63年度 H5年度 H10年度 H15年度 H20年度

一般診療所数

歯科診療所数

受診者数

受診者数（人）施設数

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

50

100

150

200

●表2・市立診療所の受診者数および市内一般診療所数・歯科診療所数の推移

＊一般診療所…患者の入院施設を有しないものまたは患者19人以下の入院
　施設を有するもの。

　

市
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
市
立
診
療
所

の
機
能
を
表
1
の
と
お
り
見
直
す
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
同
診
療
所
は
設
置
か
ら

三
十
五
年
以
上
が
経
過
。
そ
の
間
、
市
内

の
一
般
診
療
所
数
・
歯
科
診
療
所
数
が
増

加
し
、
一
年
間
の
受
診
者
数
は
ピ
ー
ク
時

の
五
万
三
千
人
か
ら
一
万
四
千
人
へ
と
約

　

平
成
24
年
8
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
な

ぐ
わ
し
公
園
温
水
利
用
型
健
康
運
動
施
設

の
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
を
行

う
事
業
者
が
「
な
ぐ
わ
し
公
園
Ｐ
Ｆ
Ｉ
株

式
会
社
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
し

た
温
水
プ
ー
ル
、
温
浴
施
設
の
ほ
か
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を

備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
同
健
康
運
動
施
設
の
完
成
後
、

芝
生
広
場
、
多
目
的
広
場
、
健
康
交
流
広

場
、
修
景
池
な
ど
の
整
備
に
も
着
手
す
る

予
定
。
市
民
の
健
康
増
進
や
地
域
交
流
の

場
と
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
運
動
や
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

四
分
の
一
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
（
表

2
）。
ま
た
、
毎
年
度
一
億
三
千
万
円
以

上
の
歳
入
不
足
、
建
物
の
老
朽
化
な
ど
へ

の
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、

市
民
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る

た
め
、機
能
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

金堀橋

至
坂戸市

至川越
　市街

市戸 県道片柳

毛呂山線

小畔川

入間川

至
坂

県道川越坂戸毛呂山線

川越橋

雁見橋

平塚橋

至川越市街

八幡橋
八幡橋

県道川越坂戸

精進場橋

橋

川越線

名細小

上戸小

保健所
総合保健センター
保健所
総合保健センター

メルト

名細分署

名細中
名細出張所
名細公民館

霞ケ関駅

東武東上線

鯨井中

資源化
センター
資源化
センター

なぐわし公園なぐわし公園

●表1・市立診療所機能の見直し方針

市立診療所

内科・小児科・整形外科 歯科 休日急患・小児夜間診療

民間の医療機関で実施
総合保健センター内に

「（仮称）市立歯科診療
所」を開設

オアシス南側に建設予定
の複合施設内に「休日急患・
小児夜間診療所」を開設

・�民間の医療機関で必要
　な医療サービスを受診

・�障害者（児）を基本と
  する歯科診療

・初期救急医療の充実
・�災害や感染症発生時の応急
　診療拠点

↓ ↓ ↓平成23年度で診療を終了平成23年度で診療を終了 川越市医師会が運営主体に川越市医師会が運営主体に

温水プール
25m プール、幼児用プー
ル、健康増進プール

温浴施設 白
さ

湯
ゆ

風呂、露天風呂、
サウナなど

トレーニング室・スタジオ

多目的ホール（体育室）

休憩室

会議室

食堂

防災備蓄庫

施設の概要

市
立
診
療
所
機
能
見
直
し
方
針
を
決
定

保
健
医
療
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
8
3
2

な
ぐ
わ
し
公
園
温
水
利
用
型
施
設
の
建
設
・
運
営
事
業
者
決
定

公
園
整
備
課
L
2
2
4
‐
5
9
6
5

完成イメージ図完成イメージ図
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10
月
31
日
㈰
は
ご
み
ゼ
ロ
運
動

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公
園
な
ど

に
散
乱
し
て
い
る
、
ご
み
や
空
き
缶
を
拾

い
、
清
潔
な
環
境
を
保

ち
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
運
動
で
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
収
集
車
両
が

作
業
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

環
境
美
化
活
動
へ
の
支
援

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
以
外
に
地
域
の
清

掃
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
ご
み
袋
の

支
給
や
、
ご
み
ハ
サ
ミ
・
啓
発
用
ベ
ス
ト
・

リ
ヤ
カ
ー
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所

L
2
4
3
︲
2
0
2
0
で
は
、
道
路
の

清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の
国
ロ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の
清
掃
活
動
を
支
援

す
る「
水
辺
の
里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

行
政
委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員 

（
9
月
3
日
付
け
）

石い
し

川か
わ

智と
も

明あ
き（

51
歳
・
鯨
井
新
田
二
一
‐
八
四
・
川
越
市
議
会
議
員
）

公
平
委
員
会
委
員 

（
10
月
1
日
付
け
）

小お

倉ぐ
ら

隆た
か

明あ
き（

65
歳
・
小
川
町
大
塚
六
五
二
‐
一
・
コ
ス
モ
小
川
町
五
〇
八
号
）

＊
農
業
委
員
会
…
農
地
の
利
用
関
係
の
調
整
な
ど
、
主
に
農
地
に
関
す
る
事
務
を
執
行
。

＊
公
平
委
員
会
…
職
員
の
勤
務
条
件
処
分
等
の
審
査
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
執
行
。

川越産業博覧会
どんなと

・

き
・

も
・

希望あふれる！　'10さんぱく

　　　　　　　　　　　　　　　　商工振興課L224－5934

　10月30日㈯・31日㈰   午前9時～午後4時
　伊佐沼公園ほか
　川越産業博覧会は、市内の産業が一堂に集まり、各種のイベ

ントが繰り広げられます。異業種交流、情報交換、アトラクシ

ョンなどをお楽しみください。

工業・商業・農業のＰＲおよび工業製品等の展示／ロボット競技会／市

内企業のＰＲ／川越市環境展／各種無料相談／姉妹友好都市（棚
たな

倉
ぐら

町
まち

・

小
お

浜
ばま

市・中
なか

札
さつ

内
ない

村）の物産販売／スタンプラリー／はしご車試乗体験（当

日抽選）／軽食／フリーマーケット／セグウェイ試乗体験（整理券）など�

●会場へのアクセス　
　無料送迎バス（川越駅・本川越駅 ⇔ 会場）
　無料巡回バス（各臨時駐車場 ⇔ 会場）

＊バスの運行ダイヤなどについては、お尋ねください。

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

市
・
県
民
税（
第
3
期
）

11
月
1
日

収
税
課
収
税
管
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

国
民
健
康
保
険
税（
第
4
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
4
期
）

医
療
助
成
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
4
期
）

介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3

昨年の様子

臨　時　駐　車　場 駐車台数

川越バンテアン1 87
川越バンテアン2 279

伊佐沼公園 （30日午前は使用不可） 70

農業ふれあいセンター 150

埼玉医大医療センターE （31日のみ） 250

JA 共済連 100

全農埼玉県本部 （31日のみ） 150

東都発条 120

川越聖地霊園第2 70
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市有地販売物件

インターネットによる公売物件

市
有
地
を
売
り
ま
す

管
財
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
3

　

市
が
保
有
す
る
土
地（
左
上
表
）を
「
公

募
抽
選
」
で
販
売
し
ま
す
。
応
募
資
格
な

ど
、
詳
し
く
は
管
財
課（
本
庁
舎
四
階
）で

配
布
す
る
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
要
領

は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま

す
。
郵
送
を

希
望
す
る
方

は
、
電
話
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間
・
場
所
…
10
月
12
日
㈫
～
29
日

㈮
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
に
管
財
課

（
本
庁
舎
四
階
）

＊
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
10
月
29
日

㈮（
必
着
）。

公
開
抽
選

日
時
…
11
月
11
日
㈭
、
午
前
10
時
～

会
場
…
7
A
会
議
室（
本
庁
舎
七
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売

収
税
課
特
別
滞
納
整
理
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
9
4

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不

動
産（
左
下
表
）を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
シ
ス
テ
ム
」を
利
用
し
て
公
売
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
収
税
課（
本
庁
舎
二
階
）で

配
布
す
る
「
不
動
産
公
売
案
内
」
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参�

加
申
込
期
間
…
10
月
15
日
㈮
～
27
日
㈬

入�

札
期
間
…
11
月
2
日
㈫
～
9
日
㈫

公�

売
の
場
所
…
ヤ
フ
ー
㈱
が
提
供
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

特
別
障
害
給
付
金
に
つ
い
て

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
に
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
、
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
制
度
で
す
。
障
害
の
原
因
と
な

っ
た
傷
病
の
初
診
年
月
日
を
確
認
し
、
年

金
手
帳
を
持
参
し
て
、
市
民
課（
本
庁
舎

一
階
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
期
間
中
に
初
診
日

が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
一
級
・

二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
。

①�

平
成
3
年
3
月
31
日
以
前
に
学
生
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間

②�
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
被
用
者

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
の
加
入

者
）の
配
偶
者
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

給
付
金（
平
成
22
年
度
）

　

一
級
＝
月
額
五
万
円

　

二
級
＝
月
額
四
万
円

　　　　所在地 　物　 件

岸町3丁目13番地12

グリーンヒル川越406号室

財産種別：区分所有建物

床 面 積：48.60㎡

今福字走水978番地1
財産種別：土地付き建物

敷地面積：100.98㎡

№ 　　所在地 　 面　 積 　　価　 格

1 脇田新町16番29 208.00㎡ 25,584,000円

2 脇田新町16番30 130.03㎡ 18,854,350円

3 脇田新町16番31 130.04㎡ 19,896,120円

4 脇田新町16番32 130.05㎡ 18,857,250円

5 脇田新町16番10 137.75㎡ 20,800,250円

6 脇田新町16番34 137.50㎡ 20,762,500円

7 脇田新町16番38 127.61㎡ 18,886,280円

8 脇田新町16番40 191.40㎡ 28,327,200円

9 月吉町16番7 175.45㎡ 23,685,750円

10 月吉町16番30 131.50㎡ 17,884,000円

11 月吉町18番1 219.06㎡ 24,753,780円

12 的場字北児塚2836番39 221.83㎡ 29,503,390円

13 千葉県山武市蓮沼ロ
字古川下1673番4 1,972.16㎡ 13,805,120円

〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●教育に関する点検・評価報告書を公表　教育総務課L224－6074
　�市教育委員会では、平成21年度「事務の管理及

およ

び執行の状況の点検及び評価報告書」を作成しました。同報告書は、10月8
日㈮から教育総務課（東庁舎2階）・情報公開窓口（東庁舎1階）・市ホームページで見ることができます。

●布類拠点回収（後期）を実施　資源循環推進課L239－6267
　11月7日～12月5日、日曜日、午前9時～正午。回収場所など詳しくは「家庭ごみの分け方・出し方」をご確認ください。
●�放置自転車クリーンキャンペーン　安全安心生活課L224－5721
　10月28日㈭、午前10時～。川越駅東口周辺。川越工業高校の生徒が自転車放置防止と利用マナー向上を呼びかけます。



消
費
生
活
の
豆
知
識
　
そ
の
7　

地
デ
ジ
放
送
便
乗
の
悪
質
商
法
に
あ
わ
な
い
た
め
に

事
例

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便
乗
し
た
、
次
の
よ
う

な
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○�
訪
問
販
売
業
者
が
家
に
来
て
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
10
年
延
長
で
き
る
工
事
を
三
千
円
で
す
る
」

と
勧
誘
さ
れ
た
。

○�

業
者
が
来
て
「
地
デ
ジ
普
及
の
た
め
に
五
千
円

が
必
要
。
後
日
集
金
に
来
る
」と
説
明
さ
れ
た
。

○�

地
デ
ジ
関
係
者
を
名
乗
る
人
が
来
て
「
地
デ
ジ

工
事
は
九
万
円
か
か
る
が
、
今
な
ら
五
万
円
で

で
き
る
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
場
で
現
金
を
支
払

っ
た
。
そ
の
後
連
絡
が
と
れ
ず
、
工
事
も
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
の
時
期
が
近
づ
き
、

今
後
、悪
質
商
法
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
十
分
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①�

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
7
月
24
日

に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
し
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
延
長
で
き
る
工
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

行
政
機
関
な
ど
が
個
人
宅
を
訪
問
し
、
工
事
を

理
由
に
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

③�

地
デ
ジ
対
策
の
た
め
に
工
事
が
必
要
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
工
事
が
必
要
か
は
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
。
せ
か
さ
れ
て
も
、
慌
て
て
契
約
や
支

払
い
を
せ
ず
、現
状
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
L
2
2
6
︲
7
0
6
6（
相
談
専
用
L
2
2
6
︲
7
4
7
6
︶
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　今、注目されているＬＥＤ照明。白熱電球や蛍光

灯と比べ、消費電力が少ない、寿命が長いなどの利

点があります。その他、熱の放出が少なく室温の上

昇を抑える、点灯直後に明るくなる、紫外線の放出

が少なく虫が寄りにくい、ちらつきがないなどのメ

リットがあります。

　40Ｗ型の白熱電球と比較すると、ＬＥＤ電球の

消費電力は約10分の1です。また、使用できる時間

は白熱電球の約40倍。そのため、交換する手間や

コスト・廃棄物などが大幅に削減できます。

　一方、ＬＥＤ照明は、1個当たりの単価が高いと

いうデメリットもあります。しかし、購入・電力を

合わせた経費は、交換後約19か月で白熱電球より

安くなるという試算があり、長期的にはＬＥＤ照明

の方が安くなると言われています。

　これらの特長を踏まえ、市では積極的に導入して

いくため、資源化センターの街路灯などにＬＥＤ照

明を設置しまし

た。また今年

度は、川越駅

東口公共地下駐

車場で、ＬＥＤ

照明への改修工

事を予定してい

ます。さらに今

後、道路照明や

防犯灯などへの導入も検討しています。

　消費電力が少なく、二酸化炭素排出量も削減され、

地球温暖化対策にもつながるＬＥＤ照明。皆さんも

買い換えの際には、検討してみませんか。

ＬＥＤ照明
環境政策課
L224−5866くらしに役立つ環境④

　

明
治
28
年
に
開
業
し

た
、市
内
で
最
も
古
い
駅
。

平
成
3
年
に
駅
ビ
ル
が
で

き
ま
し
た
。

　

人
込
み
を
か
き
分
け
、

駅
前
広
場
に
出
て
振
り
返

る
と
、
駅
ビ
ル
の
壁
に
タ

イ
ル
で
模
様
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
蔵
造

り
の
町
並
み
が
モ
チ
ー
フ

に
な
っ
た
も
の
だ
と
か
。

タ
イ
ル
の
色
は
、
蔵
の
黒

し
っ
く
い
が
日
差
し
を
浴

び
た
と
き
の
よ
う
な
、
紫
が
か
っ
た

薄
墨
色
。
周
囲
を
見
回
す
と
、
交
番

の
壁
に
も
駅
ビ
ル
と
同
じ
タ
イ
ル
。

さ
ら
に
、
足
元
に
も
同
系
色
の
ブ
ロ

ッ
ク
。
そ
う
い
え
ば
、
ホ
ー
ム
の
柱

や
停
車
し
て
い
た
特
急
小
江
戸
号

も
、
紫
が
か
っ
た
薄
墨
色
で
統
一
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
蔵
の
ま
ち
を
表
現

し
た
駅
ビ
ル
と
広
場
は
「
川
越
景
観

百
選
」
に
、
小
江
戸
号
は
「
川
越
都

市
景
観
表
彰
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

同
駅
は
、
蔵
造
り
の
町
並
み
へ
と
い

ざ
な
う
役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ＬＥＤの照明（資源化センター）ＬＥＤの照明（資源化センター）

川越
再
発見

今回出かけたのは

「本川越駅」 
今回出かけたのは
         　「本川越駅」 



一
緒
に
生
き
て
い
き
た
い
②

古
谷
小
学
校
　
六
年

　

そ
ん
な
兄
で
す
が
、
耳
は
、
ぼ
く
よ
り

ず
っ
と
ず
っ
と
よ
く
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

父
が
帰
っ
て
く
る
と
、
だ
れ
よ
り
も
早
く

気
づ
い
て
げ
ん
関
の
方
を
見
て
い
ま
す
。

母
は
、
家
の
前
の
砂
利
の
音
を
聞
き
分
け

て
い
る
の
だ
と
言
い
ま
す
。
ぼ
く
に
は
全

然
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
の
で
、「
す
ご
い

な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
兄
と
、
ぼ
く
と
の
毎
日
の
生
活

は
と
い
う
と
、兄
が
家
に
い
る
と
き
に
は
、

ト
イ
レ
や
食
事
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
大
変
だ
け
れ
ど
も
、「
や
り
た
く

な
い
」
と
か
「
面
ど
う
く
さ
い
」
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
兄
は
一
生
け
ん

命
が
ん
ば
っ
て
、出で

来き

な
か
っ
た
こ
と
も
、

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

自
分
は
そ
れ
を
助
け
た
り
支
え
た
り
し
て

あ
げ
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
兄

は
、
み
ん
な
よ
り
少
し
成
長
が
お
く
れ
て

い
る
け
れ
ど
、
歩
け
な
か
っ
た
の
が
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
三
日
し
か
生
き
ら

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
十
四
年

間
生
き
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
兄
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
緒
に
遊
ん
だ
と
き
、笑
っ
て
い
る
兄
。

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑤

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

好
き
な
歌
が
流
れ
た
と
き
な
ど
、「
ア
ー

ア
ー
」
と
か
「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
か
で
、
の

り
の
り
で
歌
っ
て
い
る
兄
。
そ
ん
な
兄
が

ぼ
く
は
好
き
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
兄
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
人
を
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将

来
は
、
介
護
福
祉
な
ど
の
、
人
を
助
け
る

仕
事
を
し
て
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

（
終
わ
り
）

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。
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変えます。ここを！　⑥「公費を使った成果の共有」

品格あるまちを目指して

　行政には、さまざまな目的で行われる研修、視察、各種調
査等があります。私は、それらの成果を、担当者や担当部所
限りの財産とするのではなく、広く、すべての市職員、より
多くの市民の皆さんと共有する仕組みを考えています。
　例えば、市がこれまで職員を対象に行っている研修や勉強
会などのうち、職員以外の人にも役立つ内容であり、会場な
どの諸条件が許されるものは、あらかじめお知らせし、一般
公開すれば、講師料などの経費がより多くの方々にも活

い

かさ
れるというものです。前回このコーナーでお知らせした自治
基本条例制定に関する勉強会を計画しています。これは、市
職員に対し、大学教授などの専門家による講義（講演）を予定
しているものですが、手始めに、それを担当以外の市職員、
市民の皆さんも聴講できるようにしたいと思います。
　視察については、これまで復命書（報告書）を作成し、庁内
で回覧するだけでした。この形式では、視察の成果を知るこ
とができるのは原則、視察した本人、同じ担当の職員、その
上司に限られます。そこで、市民の皆さんに知っていただい
た方が良いテーマや視察の内容については、報告会の実施を
考えています。また、市のホ－ムページや広報に視察概要と
して載せるなどの適切な手段により積極的に公開し、成果を
共有したいと考えます。
　視察等は、その報告書により、内容や成果を知ることがで
きますが、報告書を閲覧申請して読むという作業は、市民の
方々にとってはかなりハードルの高いことです。それに、活
字よりも経験者の口頭での説明・報告の方が印象に残りやす
く、市の行っていることに対する関心を高めていただける効
果もあると考えます。また、社会の動きが激しいことから、
新鮮なうちに成果を共有することも大切です。
　公費を使った成果を、できる限り市民の皆さんに還元し、
多くの方に活かしていただきたいと考えています。
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福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
た
ち
を

励
ま
し
た
い
と
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る

バ
ル
カ
ン
地
方
の
音
楽
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
、若わ

か

海う
み

美み

智ち

枝え

さ
ん（
63
歳
・
久
下
戸
）

が
、
仲
間
と
踊
り
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

た
こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
、
主
婦
を
中
心
と
し
た
二
十
五

人
。
ふ
だ
ん
は
、
南
古
谷
公
民
館
や
東
中

学
校
の
武
道
場
な
ど
で
練
習
し
ま
す
。

　

バ
ル
カ
ン
ダ
ン
ス
は
、
曲
ご
と
に
ス
テ

ッ
プ
が
異
な
り
、
多
い
人
で
三
百
曲
以
上

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
そ
う
で
す
。
独

特
の
拍
子
の
曲
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
ス
テ

ッ
プ
は
、
小
刻
み
で
速
い
動
き
の
た
め
、

相
当
の
体
力
が
必
要
。
体
験
学
習
会
を
行

っ
た
中
学
校
で
は
、
動
き
の
速
い
踊
り
に

根
を
上
げ
て
し
ま
う
生
徒
が
た
く
さ
ん
い

た
と
か
。
昼
間
の
暑
さ
が
残
る
武
道
場
で

の
練
習
は
、
踊
り
始
め
る
と
す
ぐ
に
汗
が

噴
き
出
し
ま
す
。
休
憩
は
一
、二
分
ほ
ど
。

メ
ン
バ
ー
は
、水
分
補
給
の
間
を
惜
し
み
、

呼
吸
を
落
ち
着
か
せ
て
、
次
の
曲
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
み
始
め
ま
す
。
華
や
か
に
見
え

る
踊
り
は
、
日
々
の
練
習
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
な
ど
で
は
、
踊
り

の
合
間
、
す
ぐ
に
息
を
整
え
、
お
年
寄
り

と
談
笑
す
る
メ
ン
バ
ー
。
疲
れ
た
様
子
は

少
し
も
見
せ
ま
せ
ん
。「
踊
り
を
一
緒
に

楽
し
み
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
と
、
私
た
ち

も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
」
と
メ
ン
バ
ー
の

佐さ

藤と
う

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
58
歳
・
藤
原
町
）。「
見

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
活
動
を

始
め
た
と
き
か
ら
二
十
七
年
後
の
今
で
も

同
じ
。
訪
問
先
で
は
、
踊
り
に
合
わ
せ
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
た
手
作
り
の
マ

ラ
カ
ス
な
ど
で
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
も
ら
い

ま
す
。「
音
楽
に
合
わ
せ
体
を
動
か
す
と
、

皆
さ
ん
生
き
生
き
し
て
、
活
動
的
に
な
る

ん
で
す
。
歩
く
と
き
、
つ
え
が
必
要
だ
っ

た
お
年
寄
り
が
、
つ
え
を
使
わ
ず
帰
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
若
海
さ
ん
は

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
バ
ル
カ
ン
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
文

化
紹
介
に
も
積
極
的
で
す
。
七
年
ほ
ど
前

か
ら
交
流
し
て
い
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国

大
使
館
か
ら
本

国
で
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
の
案
内

を
受
け
、
8
月

23
日
か
ら
五
日

間
行
わ
れ
た
、

第
三
十
八
回
ブ

ル
ガ
ス
民
族
舞

踊
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
。

は
る
ば
る
日
本

か
ら
や
っ
て
来

た
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加

し
た
十
か
国
の
中
で
も
注
目
を
集
め
た
と

か
。
メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
も
て

な
し
に
、
終
始
感
激
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
盆
踊
り
な
ど
の
日
本
文
化
を
披
露

し
た
ほ
か
、
菓
子
屋
横
丁
で
買
い
求
め
た

組
み
ア
メ
を
贈
り
、
川
越
を
ア
ピ
ー
ル
。

滞
在
中
、
本
場
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
、
今
回
の
訪
問
は
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
そ
う
で
す
。

　

福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
の
際
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
語
の
一
言
会
話
を
教
え
る
皆
さ
ん
。

帰
り
際
に
「
ブ
ラ
ゴ
ダ
リ
ャ
」
と
感
謝
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。「
私
た
ち

こ
そ
、
喜
ん
で
も
ら
っ
た
笑
顔
か
ら
元
気

を
も
ら
い
、
ブ
ラ
ゴ
ダ
リ
ャ
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
踊
り
を
通
し
て
笑

顔
が
広
が
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
若

海
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Благодаря!　
ブ ラ ゴ ダ リ ャ

福祉施設でのボランティアの様子。リズムに合
わせ、体が自然に動きます
福祉施設でのボランティアの様子。リズムに合
わせ、体が自然に動きます

＊＊ブラゴダリャ＝「ありがとう」を意味するブルガリア語

ブルガス市のイベントでダンスを披露するサンバルカンのメンバー

華やかな踊りを支える厳しい練習華やかな踊りを支える厳しい練習

ひま
ちと
「
あ
り
が
と
う
」
か
ら
広
が
る
笑
顔

　

青
い
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
バ
ル

カ
ン
ダ
ン
ス
と
い
う
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
民
族

舞
踊
を
、
今
年
の
川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り

で
披
露
し
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
名
は
、
サ
ン
バ
ル
カ
ン
。
輝
く

「
太
陽
」
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
位
置
す
る「
バ

ル
カ
ン
半
島
」
に
由
来
す
る
名
前
で
す
。

グ
ル
ー
プ
は
、
踊
り
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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ク
レ
ア
モ
ー
ル
沿
い
の
店
舗
で
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
に
絵
を
描
く
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
は
、
川
越
工
業
高
校
の
生
徒
た
ち
。

同
校
で
は
、
落
書
き
を
消
す
こ
と
で
、
地

域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
、

六
年
前
に
始
め
た
そ
う
で
す
。
製
作
中
は

通
り
が
か
り
の
人
か
ら
応
援
の
声
を
か
け

ら
れ
た
り
、
完
成
後
は
店
主
か
ら
感
謝
さ

れ
た
り
。
高
校
生
の
感
性
を
生
か
し
て
仕

上
げ
ら
れ
た
絵
は
、
こ
れ
ま
で
に
十
枚
。

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
二
年
生
の
町ま

ち

田だ

菜な

な々

さ
ん
は
、「
自
分
の
得
意
な
絵
で
、
多
く

の
人
の
役
に
立
て
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
充
実
感
あ
ふ
れ
る

製
作
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

仲
町
交
差
点
か
ら
南
に
向
う
通
り
沿
い

の
店
舗
で
は
、
東
洋
大
学
の
美
術
部
員
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
店

が
閉
ま
っ
て
い
て
も
通
る
人
が
楽
し
め
る

よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う
先
輩
た
ち
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
今
年
で
六
年
目
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

な
ど
、
店
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
店
主
と
相

談
し
て
決
め
ま
す
。
色
づ
か
い
は
、
蔵
造

り
の
町
並
み
を
意
識
し
、
工
夫
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
同
部
の
清し

水み
ず

翔
し
ょ
う

太た

さ
ん
（
20

歳
）は「
新
し
く
絵
を
描
く
こ
と
と
す
で
に

描
い
た
絵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
こ
の
両
立

が
課
題
。
こ
れ
か
ら
も
、
心
を
込
め
て
描

き
ま
す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
で
街
を
明
る
く

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介

ひま
ちと

目標は世界チャンピオン
　後楽園ホールで8月に

行われた、U－15ボクシ

ング全国大会。城南中学

校2年の榊
さかき

原
ばら

達
たつ

也
や

くんが、

37.5kg 級で、日本チャン

ピオンに輝きました。これ

で、国際ジュニアキックボ

クシングフライ級のチャン

ピオンとの2冠を獲得。ト

レーナーでもある父親の貴
たか

雄
お

さん（37歳・砂久保）の指導を受ける達也くん

は、「自分と戦って負けた相手のためにも、負け

るわけにはいかない」という気持ちで試合に臨む

そうです。学校から帰ると、弟の雅
まさ

也
や

くん（11歳）

や仲間と2、3時間トレーニング。「WBAスーパ

ーフェザー級王者の内
うち

山
やま

高
たか

志
し

選手のような、大き

な相手にもひるまず前に出る、強い選手になりた

い」と目を輝かせていました。

華麗な技で世界をリード

　8月にノルウェーで行われたバトントワリング

世界選手権で、日本代表の西
にし

垣
がき

知
とも

枝
え

さん（20歳・

小仙波町4丁目）が優勝、飯
いい

島
じま

友
ゆ

美
み

さん（24歳・

新富町1丁目）が4位入賞しました。2人とも小学

１年生から競技を始めた世界レベルの実力者。西

垣さんは「表現力が課題。人をよく観察して“表情”

を身に付けたい」。飯島さんは「技術を高めるため、

もっと反復練習が必要」と、すでに次の目標を見

据えています。友人とのおしゃべりが楽しみとい

う西垣さん、4匹の飼い猫に癒されるという飯島

さん。つかの間の休息が、次の大会に向けて集中

力を高める原動力になるようです。

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス
ひま
ちと

ひま
ちと

芳野台体育館で練習する西垣さ
ん（写真上）と飯島さん（同左）
芳野台体育館で練習する西垣さ
ん（写真上）と飯島さん（同左）

東洋大学の作品

川越工業高校
の作品



　10月13日はサツマイモの日。10月は収穫の
最盛期です。栽培技術の向上・品質の安定・ＰＲ
活動などに力を入れるため、平成20年、直売・
観光農園を営む市内13軒のサツマイモ農家が「川
越いも研究会」を設立。会長の坂

さか

本
もと

宏
ひろ

之
ゆき

さん（今福）
は、「安全でおいしいサツマイモを作るため、病害虫の抑制や減農薬に努めています」と
話します。寒さと水分が苦手なサツマイモは、今年の猛暑の影響はほとんど受けず、むし
ろ生育が早く、甘くなっているとか。栄養面では、食物繊維やビタミン類を多く含み、加
熱してもビタミン C が壊れにくいのが特徴です。
　最近はホクホク系の「ベニアズマ」のほか、電子レン
ジで手軽に調理できるしっとり系の「クイックスイー
ト」も人気です。いも掘りに来た幼稚園児は、大きな
サツマイモと奮闘。自分の力で掘ったサツマイモを手
に満面の笑顔でした（写真）。ホクホク・しっとり……
皆さんは、どちらの「川越いも」がお好みですか？

■発行日／平成22年10月10日（毎月10日・25日発行）
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川
越
ま
つ
り
で
は
、
神み

こ

し輿
を
中
心
と
し
た
行
列（
左
写

真
）が
巡
行
す
る
場
面
に
、
出
会
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
川

越
氷
川
祭
の
神
幸
祭
の
行
列
。
慶け

い

安あ
ん

年
間（
一
六
四
八
～

五
二
年
）、
当
時
の
川
越
藩

主
・
松ま

つ

平
だ
い
ら

伊い
ず
の
か
み

豆
守
信の

ぶ

綱つ
な

が
、

氷
川
神
社
に
祭
礼
道
具
を
寄

進
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
こ
の
神
幸
祭
で
行
わ
れ

た
山
車
巡
行
が
発
展
し
た
も
の
が
、現
在
の
川
越
ま
つ
り
。

平
成
17
年
に
は
「
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
」
と
し
て
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
三
百
六
十
年
に
わ
た
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
神
幸

祭
。
先
頭
で
太
鼓
が
た
た
か
れ
、
榊

さ
か
き

や
獅
子
頭
な
ど
を
持

つ
人
、
二
台
の
神
輿
、
神
馬
に
乗
っ
た
宮
司
な
ど
の
行
列

が
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
き
、
厳
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
行
列
の

後
に
山
車
が
連
な
っ
て

行
く
様
子
は
、
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
神
幸
祭
は
10

月
16
日
㈯
、
午
後
1
時

か
ら
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
足
を
運
ん
で
、
川

越
ま
つ
り
の
起
源
に
思

い
を
は
せ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

川
越
ま
つ
り
の
最
大
の

見
ど
こ
ろ
・
曳ひ

っ
か

わ
せ
が
始
ま
る
と
、
祭
り
は

最
高
潮
に
達
し
ま
す
（
表
紙

写
真
）。
一
か
所
に
集
ま
る

き
ら
び
や
か
な
山
車
、
夜
間

に
映
え
る
ち
ょ
う
ち
ん
の

光
、
テ
ン
ポ
の
良
い
囃
子
、

飛
び
交
う
若
衆
た
ち
の
掛
け

声
…
…
。
目
か
ら
耳
か
ら
、

川
越
ま
つ
り
の
だ
い
ご
味
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
16
日
㈯
・
17

日
㈰
に
行
わ
れ
る
川
越
ま
つ

り
。舞
台
と
な
る
町
内
で
は
、

紅
白
幕
の
軒
ぞ
ろ
え
、
囃
子

の
練
習
な
ど
準
備
は
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。
16
日
の
宵

山
、
両
日
行
わ
れ
る
山
車
巡

行
や
曳
っ
か
わ
せ
。
広
報
室

で
も
、
祭
り
の
雰
囲
気
や
情

報
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
、
飛

び
切
り
の
一
瞬
が
撮
れ
る
よ

う
、市
街
地
を
奔
走
し
ま
す
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川
越
歴
史
探
訪

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

川
越
氷
川
祭
の
神じ

ん

幸こ
う

祭さ
い

小
江
戸
川
越
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

時と

き

　
薫
る
ま
ち
　
川
越
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　　   神幸祭の経路

ぬ、抜けない～！ おっきいの取れたよ !


